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５
歳
児
が
三
類
感
染
症

今
日
は「
遊
名
人
」

第
23
回
生
涯
学
習
フ
ェ
ス
タ

石
田
野
広
場

壱
岐
署
で
職
場
体
験

郷
中
３
年
、
北
島
の
ぞ
み
さ
ん

人命救助で署長感謝状
壱岐署で 18 日に贈呈式

正倉院と同じ技法で挑戦
「古代くみひも」講習会

「
共
に
創
ろ
う
」

第
24
回
文
化
祭

28
日
、
壱
岐
商
業
高

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
と
収
穫
祭

11
月
４
日
、
原
の
辻

鑑識係の作業を体験する北島さん

第50回
ひとあゆみの会を終えて

ひとあゆみの会事務局　　小金丸敬仁

かたばる病院・機能訓練室

　
10
月
14
日
に
ひ
と
あ
ゆ
み
の

会
を
「
芸
術
の
秋
に
ふ
れ
る
」

と
題
し
て
開
催
し
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
全
員
12
人
、
家
族

４
人
と
介
護
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

29
人
の
総
勢
45
人
の
参
加
で
し

た
。

　
今
回
は
、
芸
術
の
秋
と
い
う

こ
と
で
、
午
前
中
は
壱
岐
國
の

里
で
の
陶
芸
体
験
と
午
後
か
ら

は
壱
岐
文
化
ホ
ー
ル
で
の
バ
ン

ド
演
奏
の
鑑
賞
を
し
ま
し
た
。

　
午
前
10
時
に
壱
岐
國
の
里
に

集
合
し
開
会
式
を
開
催
。
松
山

桂
子
会
長
の
挨
拶
に
始
ま
り
白

川
市
長
に
祝
辞
を
賜
り
、
小
畑

指
導
員
に
障
害
者
就
労
支
援
事

業
所
「
壱
岐
國
の
里
」
の
概
要

と
陶
芸
体
験
の
説
明
を
さ
れ
ま

し
た
。

　
会
員
を
中
心
に
16
人
が
素
焼

の
器
に
陶
芸
用
の
絵
の
具
と
筆

を
使
っ
て
絵
や
文
字
を
書
く
絵

付
け
コ
ー
ス
（
磁
器
）
と
手
で

回
す
ロ
ク
ロ
を
使
っ
て
茶
碗
や

マ
グ
カ
ッ
プ
が
作
れ
る
手
ひ
ね

り
コ
ー
ス
（
陶
器
）
を
楽
し
ま

れ
ま
し
た
。
初
め
て
の
貴
重
な

体
験
に
皆
さ
ん
喜
ん
で
お
ら
れ

ま
し
た
。
一
ヵ
月
後
に
ど
ん
な

ふ
う
に
焼
き
上
が
る
の
か
が
今

か
ら
楽
し
み
で
す
。
秋
風
が
吹

く
郷
ノ
浦
新
港
を
眼
下
に
レ
ス

ト
ラ
ン
で
食
事
を
と
り
、
記
念

撮
影
し
ま
し
た
。

　
午
後
か
ら
は
会
場
を
壱
岐
文

化
ホ
ー
ル
１
０
６
会
議
室
に
移

動
し
て
「
ザ
・
ハ
ー
モ
二
―
」（
松

尾
久
リ
ー
ダ
ー
）
の
演
奏
を
堪

能
し
ま
し
た
。
４
人
の
バ
ン
ド

と
３
人
の
ボ
ー
カ
ル
の
方
々
が

ナ
ツ
メ
ロ
や
童
謡
・
唱
歌
と
90

分
に
わ
た
り
熱
演
さ
れ
、
会
場

の
み
ん
な
も
手
拍
子
を
と
っ
て

一
緒
に
歌
い
ま
し
た
。

　
ま
た
こ
の
日
の
総
会
で
来
年

度
の
島
外
旅
行
が
ハ
ウ
ス
テ
ン

ボ
ス
で
決
定
し
ま
し
た
。
島
内

の
催
し
も
の
が
多
く
若
干
参
加

が
少
な
か
っ
た
よ
う
で

す
が
、
絶
好
の
行
楽
日

和
に
恵
ま
れ
楽
し
く
無

事
に
終
了
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
も
壱
岐
市
な
ら

び
に
壱
岐
市
社
会
福
祉

協
議
会
は
じ
め
、
関
係

機
関
や
一
般
住
民
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
御
協
力

あ
っ
て
こ
そ
だ
と
思
い

ま
す
。
障
害
が
あ
っ
て

も
明
る
く
前
向
き
に
、

生
き
て
い
け
る
社
会
の

実
現
に
向
け
て
と
も
に

あ
ゆ
み
ま
し
ょ
う
。
今

後
と
も
よ
ろ
し
く
御
願

い
い
た
し
ま
す
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
郷
ノ
浦
中
学
校
３
年
生
、
北

島
の
ぞ
み
さ
ん
は
18
日
、
職
場

体
験
学
習
を
壱
岐
署
で
行
い
、

鑑
識
業
務
体
験
や
署
内
・
駐
在

所
見
学
、
パ
ト
カ
ー
体
験
乗

車
、
警
備
艇
見
学
、
交
通
安
全

学
習
な
ど
行
っ
た
。

　
北
島
さ
ん
は
、
最
初
に
講
堂

で
鑑
識
業
務
の
指
紋
を
採
取
す

る
作
業
を
、
鑑
識
係
の
草
野
幸

作
主
任
の
指
導
で
体
験
。
２
種

類
の
刷
毛
を
使
い
、
指
紋
を
付

け
た
空
き
缶
に
ア
ル
ミ
の
粉
を

つ
け
、
転
写
シ
ー
ト
を
使
っ
て

取
る
方
法
を
実
習
。

　
「
警
察
の
仕
事
、
鑑
識
の
仕

事
は
、
テ
レ
ビ
の
特
集
番
組
や

ド
ラ
マ
見
て
興
味
が
あ
り
、
実

習
は
難
し
か
っ
た
け
ど
楽
し

か
っ
た
。
ま
す
ま
す
警
察
官
に

な
り
た
い
と
思
っ
た
」
な
ど
と

話
し
、
草
野
主
任
は
「
希
望
に

粘
り
強
さ
が
あ
れ
ば
か
な
う
」

と
激
励
し
た
。

　
壱
岐
署
は
22
日
、
人
命
救
助

者
に
対
す
る
署
長
感
謝
状
の
贈

呈
式
を
行
っ
た
。

　
人
命
救
助
を
行
っ
た
の
は
、

郷
ノ
浦
町
、
水
産
加
工
業
会
社

経
営
、
塚
元
茂
秀
さ
ん
（
59
）

と
同
手
伝
い
を
す
る
妻
の
伊

久
恵
さ
ん
（
57
）、
長
男
の

嫁
の
真
子
さ
ん
（
32
）、
石
田

町
、
会
社
社
長
、
中
上
隆
さ
ん

（
57
）、
郷
ノ
浦
町
、
公
務
員
、

柴
山
琢
磨
さ
ん
（
34
）
の
５
人
。

　
５
人
は
今
月
９
日
、
郷
ノ
浦

町
元
居
の
ト
ン
ネ
ル
近
く
の

岸
壁
か
ら
、
自
転
車
に
乗
っ
た

ま
ま
海
中
に
転
落
し
た
男
性

（
63
）
を
見
つ
け
、
協
力
し
て

引
き
揚
げ
、
意
識
の
無
か
っ
た

男
性
に
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
な
ど

し
て
救
助
活
動
を
続
け
、
男
性

は
搬
送
さ
れ
た
病
院
で
意
識
が

回
復
、
命
に
別
状
は
な
か
っ
た
。

　
永
峯
一
宏
署
長
か
ら
感
謝
状

が
贈
ら
れ
た
塚
元
さ
ん
ら
５
人

は
「
そ
の
時
は
無
我
夢
中
で
救

助
活
動
を
行
い
ま
し
た
。
助

か
っ
て
よ
か
っ
た
。
こ
れ
を
機

に
救
命
方
法
を
も
っ
と
学
ん
だ

り
、
練
習
し
て
お
く
必
要
が
あ

る
と
痛
感
し
た
」
な
ど
と
話
し

て
い
た
。

　
一
支
国
博
物
館
の
「
し
ま
ご

と
芸
術
祭
」
の
一
環
と
し
て
、

「
古
代
く
み
ひ
も
」
講
習
会
が
、

21
日
、
同
博
物
館
・
多
目
的
交

流
室
で
開
か
れ
た
。

　
奈
良
市
に
あ
る
元
興
寺
文
化
財

研
究
所
の
特
任
研
究
員
・
小
村
眞

理
さ
ん
を
は
じ
め
、
ク
テ
打
組
紐

研
究
会
（
木
下
雅
子
会
長
）
の
会

員
で
あ
る
川
辺
千
佳
代
さ
ん
、
依

田
章
子
さ
ん
ら
を
講
師
に
招
い
て

行
わ
れ
た
く
み
ひ
も
講
習
会
は
、

今
回
で
２
回
目
。
毎
回
希
望
者
が

殺
到
、
今
回
も
募
集
し
て
す
ぐ
に

定
員
と
な
っ
て
し
ま
う
ほ
ど
の
人

気
講
習
会
。

　
今
回
は
、
ク
テ
打
の
中
で
指

を
使
っ
て
組
ん
で
い
く
指
操
作

法
を
教
え
て
も
ら
っ
た
。
基
本

の
組
み
方
３
種
を
、
講
師
が
太

い
紐
で
組
ん
で
い
く
の
を
見
て

各
自
そ
れ
ぞ
れ
く
み
ひ
も
に
挑

戦
。
小
指
を
使
っ
て
糸
を
移
動

さ
せ
な
が
ら
組
ん
で
い
く
技
法

に
参
加
者
か
ら
は
、
「
指
先
を

使
う
の
で
脳
の
活
性
化
に
い
い

か
も
。
生
涯
学
習
に
な
る
」「
組

み
方
を
覚
え
た
ら
ス
ラ
ス
ラ
組

め
て
面
白
い
。
い
ろ
ん
な
色
の

組
み
合
わ
せ
で
作
っ
て
み
た

い
」
「
道
具
を
使
わ
ず
手
だ
け

で
組
め
る
の
が
い
い
。
使
用
す

る
糸
の
本
数
、
色
、
素
材
に
よ
っ

て
い
ろ
い
ろ
ア
レ
ン
ジ
で
き
る

の
が
楽
し
い
。
ま
た
参
加
し
た

い
」
と
の
声
が
聞
か
れ
た
。

　
ク
テ
打
組
紐
は
、
適
当
な
丈

に
切
り
揃
え
た
糸
束
の
端
を
一

ま
と
め
に
結
ん
で
支
柱
に
掛

け
、
輪
に
作
っ
た
他
端
を
１
本

ず
つ
指
に
掛
け
、
糸
の
順
番
を

保
ち
張
り
を
与
え
な
が
ら
組
ん

で
い
く
技
法
。

　
古
代
か
ら
日
本
に
お
い
て
用

い
ら
れ
、
特
に
平
安
・
鎌
倉
時

代
に
は
刀
の
飾
り
や
鎧
、
雅
楽

の
衣
装
な
ど
に
使
用
さ
れ
、
他

で
は
見
ら
れ
な
い
発
展
を
遂
げ

た
も
の
の
、
時
代
の
推
移
と
共

に
衰
退
し
、
明
治
以
後
は
知
る

人
も
ま
れ
な
ほ
ど
と
な
っ
て
い

る
今
、
こ
の
技
法
を
伝
承
し
て

い
こ
う
と
同
研
究
会
は
各
地
で

講
習
会
を
行
な
っ
て
い
る
。

□
訂
正

▽
10
月
12
日
号
、
市
消
防
団
石

田
地
区
第
２
分
団
第
３
小
隊
の

全
国
消
防
操
法
大
会
・
小
型
ポ

ン
プ
の
部
優
勝
の
記
事
中
、
江

口
正
弘
小
隊
長
の
名
前
に
誤
り

が
あ
り
ま
し
た
。
お
詫
び
し
て

訂
正
し
ま
す
。

　
第
23
回
生
涯
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
石
田
野
（
い
わ
た
ぬ
）
広
場

が
、
20
日
、
石
田
町
、
改
善
セ

ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
た
。

　
同
実
行
委
員
会
と
石
田
地
区

公
民
館
が
主
催
し
て
行
わ
れ
た

同
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
、
多
く

の
人
た
ち
に
学
ぶ
楽
し
み
や
参

加
す
る
楽
し
み
を
実
感
し
て
も

ら
い
、
生
涯
に
わ
た
り
人
間
性

豊
か
な
生
活
を
送
っ
て
ほ
し
い

と
の
願
い
か
ら
、
毎
年
、
石
田

町
文
化
展
に
合
わ
せ
て
行
わ
れ

て
い
る
。

　
室
内
で
は
、
何
十
種
類
も
あ

る
押
し
花
か
ら
選
ん
で
オ
リ
ジ

ナ
ル
の
は
が
き
や
し
お
り
を
作

る
押
し
花
教
室
、
専
用
の
絵
の

具
を
垂
ら
し
た
上
に
紙
を
置
い

て
作
る
マ
ー
ブ
リ
ン
グ
、
環
境

に
優
し
い
ア
ク
リ
ル
タ
ワ
シ
づ

く
り
、
「
お
手
玉
」
や
「
お
り
が

み
」
な
ど
昔
な
が
ら
の
伝
承
遊

び
、
そ
の
他
、
絵
手
紙
、
藤
工
芸
、

豆
腐
づ
く
り
な
ど
が
行
な
わ
れ

て
い
た
。
玄
関
前
で
は
、
石
を

彫
刻
刀
で
彫
っ
て
印
鑑
を
作
る

彫
刻
コ
ー
ナ
ー
、
石
を
ヤ
ス
リ

で
削
っ
て
作
る
勾
玉
づ
く
り
、

そ
の
他
木
工
教
室
、
竹
ト
ン
ボ

づ
く
り
な
ど
、
多
彩
な
コ
ー
ナ
ー

が
設
け
ら
れ
、
多
く
の
参
加
者

で
に
ぎ
わ
っ
て
い
た
。

　
各
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
指
導
者

が
作
り
方
を
丁
寧
に
説
明
、
そ

の
傍
ら
に
は
石
田
中
の
生
徒
た

ち
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ

と
し
て
協
力
、
活
躍
し
て
い
た
。

　
各
種
体
験
は
、
３
時
間
余
り

の
短
い
時
間
の
中
だ
っ
た
が
、

参
加
し
た
大
人
も
子
ど
も
た
ち

も
、
み
な
楽
し
そ
う
に
物
作
り

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
、
出
来
上
が
っ

た
作
品
を
嬉
し
そ
う
に
持
ち

帰
っ
て
い
っ
た
。

　
市
内
在
住
の
５
歳
の
男
児
が

17
日
、
三
類
感
染
症
（
腸
管
出

血
性
大
腸
菌
感
染
症
）
を
発

病
、
現
在
は
回
復
し
て
い
る
。

　
壱
岐
保
健
所
は
市
民
に
、
手

洗
い
の
励
行
な
ど
で
予
防
に
努

め
る
よ
う
呼
び
か
け
て
い
る
。

　
壱
岐
商
業
高
校
（
中
園
順
喜
校

長
、
３
１
０
人
）
の
本
年
度
・
第

24
回
文
化
祭
「
共
創
～
共
に
創
ろ

う
Ｂ
ｅ
ｓ
ｔ
　
Ｍ
ｅ
ｍ
ｏ
ｒ
ｙ

～
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
28
日
午
前

８
時
55
分
か
ら
開
か
れ
る
。

　
当
日
は
、
開
会
式
に
続
き
ク

ラ
ブ
や
ク
ラ
ス
の
発
表
な
ど
あ

る
ス
テ
ー
ジ
部
門
、
職
場
訪
問

報
告
、
職
員
展
示
、
「
お
勧
め

の
本
」、
わ
く
わ
く
コ
ー
ナ
ー

な
ど
あ
る
展
示
部
門
、
壱
岐
で

1
番
美
味
し
い
豚
汁
や
う
ど

ん
、
菓
子
類
な
ど
販
売
す
る
バ

ザ
ー
・
販
売
部
門
な
ど
、
若
さ

あ
ふ
れ
る
生
徒
の
企
画
が
、
同

校
関
係
者
だ
け
で
な
く
多
く
の

市
民
の
来
場
を
待
っ
て
い
る
。

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
・
一
支
國
研
究

会
主
催
の
秋
の
収
穫
祭
と
原
の

辻
ウ
ォ
ー
ク
が
11
月
4
日
、
原

の
辻
ガ
イ
ダ
ン
ス
広
場
や
原
の

辻
遺
跡
一
帯
で
開
か
れ
る
。

　
原
の
辻
ウ
ォ
ー
ク
は
同
日
午

前
９
時
か
ら
正
午
ま
で
、
３
㌔

と
８
㌔
の
２
コ
ー
ス
で
行
わ
れ

る
。
集
合
場
所
は
同
ガ
イ
ダ
ン

ス
。
小
雨
決
行
。

　
秋
の
収
穫
祭
は
正
午
か
ら
午

後
４
時
ま
で
、
ガ
イ
ダ
ン
ス
広

場
で
開
か
れ
、
古
代
米
炊
き
込

み
ご
は
ん
・
ぜ
ん
ざ
い
、
豚
汁
、

焼
き
魚
な
ど
あ
る
食
の
ブ
ー
ス
。

　
古
代
米
も
ち
つ
き
、
人
面
石

絶
叫
大
会
、
壱
岐
の
島
○
×
ク

イ
ズ
な
ど
体
験
な
ど
あ
る
。

　
参
加
申
し
込
み
な
ど
詳
し
く

は
同
研
究
会
（
電
話
０
９
２
０

―
45
―
２
０
６
５
）
へ
。

来
年
度
に
初
の
実
証
事
業

本
市
に
蓄
電
池
設
置
へ
、
九
電

　
九
州
電
力
（
九
電
）
は
19
日
、

資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
の
補
助
を

受
け
、
本
市
に
蓄
電
池
を
設
置

す
る
と
発
表
し
た
。
蓄
電
池
を

設
置
す
る
こ
と
で
発
電
量
の
変

動
が
大
き
い
風
力
・
太
陽
光
の

導
入
拡
大
を
図
る
。

　
九
電
は
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
積
極
的
な
推
進
に
力
を

入
れ
て
お
り
、
風
力
・
太
陽
光

の
導
入
量
を
平
成
32
年
度
ま
で

に
３
０
０
万
㌔
㍗
に
す
る
計
画
。

　
同
社
に
よ
る
と
蓄
電
池
は
リ

チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
（
４
千
㌔

㍗
）
で
、
来
年
３
月
末
ま
で
に

設
置
。
▽
系
統
周
波
数
変
動
を

蓄
電
池
に
よ
り
抑
制
す
る
最
適

な
制
御
手
法
の
検
討
▽
蓄
電
池

の
最
適
な
容
量
に
関
す
る
検
討

▽
関
連
デ
ー
タ
の
測
定
・
収
集

を
行
う
。

　
本
市
で
は
主
に
内
燃
力
発
電

所
（
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
）
の
芦

辺
発
電
所
（
１
万
６
５
０
０

㌔
㍗
）
と
新
壱
岐
発
電
所

（
２
万
４
千
㌔
㍗
）
で
発
電
。

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
は
、

な
か
は
ら
㈱
グ
ル
ー
プ
の
風
力

発
電
（
１
５
０
０
㌔
㍗
）
で
発

電
し
て
い
る
。

　
今
年
７
月
１
日
か
ら
、
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
固
定
価
格
買
取

制
度
が
開
始
さ
れ
、
芦
辺
町
の
壱

岐
開
発
が
大
規
模
太
陽
光
発
電

（
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
）
を
計
画
。
一

般
家
庭
約
６
０
０
世
帯
分
に
あ
た

る
最
大
２
千
メ
ガ
㍗
を
設
置
す
る

方
針
を
示
し
て
い
た
。

　
し
か
し
、
九
電
は
天
候
に

よ
っ
て
出
力
が
変
わ
る
風
力
、

太
陽
光
な
ど
の
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
割
合
が
大
き
く
な
る

こ
と
で
、
電
力
供
給
が
不
安
定

に
な
る
こ
と
か
ら
、
対
馬
や
本

市
、
鹿
児
島
の
甑
島
な
ど
の
離

島
で
、
風
力
、
太
陽
光
発
電
の

出
力
の
上
限
を
設
定
。
本
市
で

は
上
限
に
達
し
て
い
た
こ
と
か

ら
、
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
計
画
の
先

行
き
が
危
ぶ
ま
れ
て
い
た
。

　
と
こ
ろ
が
、
国
の
実
証
事
業

の
公
募
が
９
月
か
ら
始
ま
り
、

離
島
が
各
電
力
会
社
の
中
で

最
も
多
い
九
電
の
中
か
ら
、
す

で
に
風
力
、
内
燃
力
発
電
が
あ

る
壱
岐
で
の
実
証
事
業
が
こ

の
ほ
ど
決
ま
り
、
太
陽
光
を
含

め
て
発
電
が
ど
の
よ
う
な
バ

ラ
ン
ス
、
パ
タ
ー
ン
で
進
め
ら

れ
る
べ
き
な
の
か
、
１
番
の
効

率
は
な
ど
来
年
度
１
年
間
か

け
、
初
め
て
行
わ
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
。


